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１．研究の目的 

 本研究の目的は、「博物館とは何か」という

問いに、博物館を構成する原理に注目し、可能

な限り根本的に迫ることにある。 
 

２．研究開始当初の背景 

いま政府は、文化経済戦略、リーディングミ

ュージアム構想等を発表し、博物館の経済的

価値に注目し、それに対し、経済原理に回収さ

れない博物館の文化的意義を根拠とする反論

もみられる。しかし、現状はこの両者の二項対

立論が多く、矛盾もはらむ「博物館とは何か」

という問いへの考察が深められていない。 

 

３．研究の方法 

 研究を進めるに当たり、しばしば注目され

る「コレクション」や「公共性」ではなく、「空

間」「集い」「経験」という概念に着目する。 

何らかの意図をもって間仕切られた空間に、

人やもの、情報が集い、経験が生まれる。申請

者はこれをコレクション以前の博物館の、さ

らには博物館を含む文化施設の根幹にある原

理と捉え、【研究１】博物館をめぐる原理研究

を検討する。【研究２】上記の概念について、

教育学、歴史学、建築学、哲学、文化政策等関

連領域の研究を整理する。【研究３】数館の博

物館のケーススタディから（設立経緯〜開館

まで、開館後の職員や観衆の声等）、上記概念

の意味を検証する。 

以上の研究を、課題意識を共有する北垣憲

仁氏（都留文科大学教授）とも議論しながら進

める。同氏は「都留フィールドミュージアム」

の運営に関わり、動物、地域、人を「みる」こ

とを重視し、博物館の根本原理について考察

を深めている。 

４．研究成果 

 研究期間前半では、近年の博物館研究の成

果を確認しながら、「空間」「集い」「経験」に

関連する古典的な著作を読み進めた。そして

都留フィールドミュージアムの活動を振り返

りながら、参加者の経験の実態を検討した。 
期間後半に新型コロナウイルス感染症が拡

大し、研究は一時中断となった。研究３のケー

ススタディの部分を中心に縮小を余儀なくさ

れたが、北垣氏とオンラインで博物館の歴史

を中心に文献検討を進めた。主にルネサンス

〜17 世紀に注目しながら、近代博物館の「前

史」という位置づけに留まらない当時の多元

的な歴史、さらには博物館を構成する原理、思

想の厚みを発見するに至った。 
2 回のオープンセミナーでは、フィールドミ

ュージアム参加者も登壇しながら上記の成果

を報告し、学内外の多領域の参加者との意見

交換をできたことも大きな刺激となった。 
研究期間全体を通じて、「博物館とは何か」

という問いに、まさにヒューマニティーズの

視点から学際的に迫り、多領域のセミナー参

加者と意見交換できたことは、本研究の最大

の成果と言える。オンライン読書会はその後

も継続中である他、申請者が担当する「博物館

概論」の授業や、各地の社会教育施設での学習

会にも研究成果を反映させている。 
また、北垣氏には 2019 年度、2020 年度と

東京大学で博物館概論をご担当頂き、研究教

育面で多様な交流ができたこと。そして、申請

者が編集長を務める『月刊社会教育』（旬報社）

に北垣氏が動物の子育てに関するシリーズを

2021 年に開始し、観察の可能性や生きものへ

の複眼的な視点を他領域へと投げかけている

ことも、重要な成果である。 
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